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この町はわりににぎやか狂町でわが

軍の中隊本都があった.中隊衰にあって

挨拶をすませ係の下士割ど宿舎の割当を

してもらいしぜらくの堂内生活に入る.

治安は昨年に比して書レくよく疹っており

警備1…ほ日本軍が当らな≦とも.中国自衛

隊でよかろうとのことで120名の自衛隊を

雇用することにした.蔭副ど壮デップリ

肥った人のよさそうな40男の少尉さんが来

てくれた.いざという時には役に立つと

も思え放いが敵に寝返りをうつような悪

い男とは思えなかった.いよいよ調査に

出発する朝営庭にあるトラックの前まで

きたとき遊んでいた自衛隊が少尉殿の号

令と共に捧銃をして迎えてくれたのには

当方がまごついてしまってあわてて挙手

の礼で返したりした一幕もあったがなれ

てくると自分も兵隊になってしまって至極

当然な行事の如く朝夕挙手の礼をするの

カミ少しも気にならなくなってしまった.

S君は東京育ちでなかなか世馴れした

男だったので中隊長や指揮班の連中とも

うまく馬を合わせてくれて管内の生活も至

ってスムｰスに運んだ.時折はいっしょ

に酒を飲んだりして今までの堂内生活で

はここが一番居心地のよいものであった.

鉱床は昨年踏査しているので概略のこと

はわかっていた.昨年はちょうど春の頃

で杏子の花が貞盛りで北側に高い峰々の

続いた南斜面の柔らかい目ざしの中に咲く

杏子の花の下に立っているとこの平和境

がどうしてそんなに治安が悪いのだろうと

不思議に思えたのであるが週に何回かの

戦闘が行なわれた所でまばらに点在する

る記

清原清人

農家もすべて焼打ちされて屋根は注く

周囲の土煉瓦の壁だけがわびしく残ってい

た.ここは八路軍と日本軍の勢力の接線

であったのである.しかし1年余過ぎ

た今日では八路軍も遂に後退したのであ

ろう､鉱床も一部で開発されつつあった

そのために鉱床の形態を観察するのに真に

便利であった.

鉱床は震旦紀の珪質砂岩よりなる山嶺の

南側山腹に長く(略10数kmにわたるもの

とみられる)帯状に続いて長城を越し満州

の熱滅省に入っている.下部に低品位の

合満俺頁岩ともいうべき10〃20弗内外の

Mnを含む頁岩層(厚さ10m内外)があり

これはよく連続する.その上部に同方向

に童列して賦存される字状の満俺鉱炉あ

る.一つの鉱坑の大きさは2}3t内外

から10数t内外のもので地層の傾斜に溜

って長軸があるのカミ奇異な感じを受ける､

この鉱体ゾｰンの上部は寒武紀の饅頭頁岩

層で風化侵蝕に対して弱く上盤に続く

珪質石灰岩や珪岩層と下盤側の震旦紀の珪

質砂岩層との間に特長のある鞍部を形成し

て連続するので遠くから眺めてもよく

その連続状況を知ることができる.

思いもよらぬ程の平和で愉1夫な調査を終

えて北京に帰ったそのころちょうど内地

から局の顧問であった地質調査所のY所長

とK教授がお見克になっておりH審査役

から“報告会を開くから君は今度の調査の

話をし給へ''と命ぜられた.口不調法の

点では謹にも負け往い私は偉い先生方を

前にして話すなどのことは煮湯を飲むこ

とよりもつらいことであった.もちろん

何を話しているのかY先生がどの顔かK
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薪泰炭団付近

先生がどこにおられるのか上気してしまっ

た私に見えよう筈もなかった.そのうち

にK総裁も出席された.その偉大匁体糎

のみが私の印象には強く残った.大臣で

もやるような入はさすがに体力の点でも

立派なものだわいと妙なところに感心した

りした.そして今もなお政界に活躍して

おられる姿をテレビなどで拝見しては当時

を思い出すのである.

7.新春炭田調癒の思い出

昭和18年の秋の頃であったと思う調査

地のあちこちに枝もたわわに色づいた嚢が

笑っているのが今もありありと目の前に

浮ぶ私は新春炭田の調査を命ぜられ測

量のS君同助手のK君それに通訳のR君

を交えて4人で出発することになった.

薪泰炭田というのは私には放つかしい

所で私が内地からきて初めて管理に当っ

た塞豊および牽宝(後に赤紫)炭酸とい

うのほこの炭田を貫流する渡河の下流に

あってここに炭田があることはよく知ら

れていたが当時は敵地区で近寄ることは

できなかった当時の接収委員長であった

Sさんは古い同文書院の出で学生時代に

卒論の大陸行脚でこの炭固を歩いた経験が

あるとのことで次のようなことを話され

た.新素炭は優秀な強粘結炭であるカ;坑

内で“流砂層"在るものに遭遇することカミ

あってその層に当ると直ちに閨水して

排水設備の幼稚なこの地域の炭鉱は廃鉱の

止む低きに至ると最初はその意味カミよく

わからなかったのであるカミ“流砂"という

字の意味と炭田上を貫流する決河から

おそらく炭層露頭近くでは爽炭層上都

の不整合面上に斑床の砂礫層カミあって掘

進中の炭層がたまたまその不整合面に顔を

関した場合は上都の砂礫と共に河水が侵

入するのであろうと独り合点していたので

あった.この私の想像は当炭田では実

際に観察することはでき広かったが後に

内地に引揚げてから宇都炭岡で略同様の不

整合を見ることカミできた.

この地に入るには津藩線を南下Lて

決河に沿う大汝口という駅から支線に乗り

換えるのであるがこの支線というのが実

は私共の手で造ったのである.渦線に薬

豊撃宝とv'う両炭鉱があり日本語式に

読むと音が同一のために何かと不便がおき

ていた.そこで奥にある華宝炭鉱を

接収部隊名をとり赤紫炭鉱と改名した.

部隊長はお気に召した様子で“鉄道が無く

ては石炭を出しても運び出せない犬渡口

から赤紫まで鉄道をつくれ"という鶴の一

声に採鉱屋も事務屋も総動員で路盤工事

を指揮した.人夫は軍の命令であるので

毎日何千人も集まリ敵の密偵も多数入込�
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清涼静山と警子頭部落

んでいると思われるので神経もつかれるし

素人ばかりが集まっているので橋梁など

になるとまったくお手あけて遂に専門の

請負工事に出したりした思い出深い鉄道で

ある.其後本格的に華北交通会社の手

で建設され赤紫から新春まで延長された

のである.この沼線の炭敏にはM杜が進

出接収当時は畑の中にポツンと炭鉱の城壁

のみカミあって人家ほなかったのであるが

今度来てみると駅前一帯から旧炭鉱構内

と思われる付近にかけて赤瓦の騎麓な社宅

や商店炭鉱事務所などの建物が立並び昔

日の面影は少しも恋かった.数年前小

さ荏炭鉱城壁をたよりに1コ中隊の兵隊

と共に3000の敵に包囲されて1週間の間昼

も夜も撃ちまくられて恐ろしかった当時

のことが夢のように脳裏に浮かんでくる.

そして赤紫部隊の兵隊さん達も嚢荘付近の

戦闘で大半が戦死されたことを思いだした

りして浮担の転変というものをしみじみと

感じたものであった.

新春炭鉱もM杜の経営でこれは接収鉱

山ではなく新規に開発されたものであっ

た.この炭因調査は大正年間?に地質

調査所のW技師によって調査されその報

告書は既に絶版になっていたので調査所

の許可を得て局で復刻され私もその1部

を持参してきたのである.宿舎は炭鉱内

の空室を借り受けそこに宿泊した.治

安は著しくよく注っていたので自衛隊を

雇うことにした.この自衛隊が中食の時

間に怒ると民家に立寄り代金を支払わず

に饅頭などを供出させるので“必ず中食

を持参せよ"と申し付けるカ竜馬耳東風で

ある｡熟した嚢の木の下では嚢を取って

食べ落花生畑では生の落花生の実を掘っ

ては食べる.通訳のR君の説明によると

彼等が中食を農民に出させるのは役得と

考えて至極当然なごとのように考えている

“自分達のお蔭で君等は土匪の略奪から守

られているのだ"という考えに立っている

というのであった.仕方がないと思った

ので負担が多きすぎるような農家には

何がしかの礼金を出すことにした.炭団

は基盤の奥陶紀の石灰岩層が露出するほか

はきわめて露出の悪い地域でG層はん

土質頁岩と呼ばれる奥陶記上部の不整合面

にできた露天化残留物や爽炭層申の石灰岩

層等が僅かに露出し炭田の中央部は決河

の広い川原と河水で覆われる始末である.

このように露出の少恋いだだっ広い平地

である関係もあるがW技師の地質図は

すでに完全に描かれており修正する地点を

探し出すのに苦労したというのが実情であ

った.

8.大同炭国調査の思い出

大同炭田の図幅調査は縮尺1万分の1で

縦30cm横幅40cmの広さのもので私共

の班長(課長)であるMさんカ茎満鉄調査部

在職中から調査隊長として手がけられてき

た.私がこの図幅調査に参加した頃約

40図幅余が完成し30数部が印刷されていた

ように記憶している.

Mさんはこの程度の進捗状況ではあ

と40年もかからないと崖閏全域の図幅は完

成し汰いと敷いておられた.私が参加し

たのは17年と18年の2夏であったように記

憶するが当時は食料事情が悪く多人数の

者が2ヵ月もの長い間食べていくことは

大変なことで特に中国の白衛隊員20名余

を雇用しなければならなかったし彼等の

食料を確保することがまた一苦労であ

った･幸いに張家口支局のCさんが何

｣･バ'卜

､

かとお世語して下さったので無事に仕事を

進めることができた.

張家口で総ての庶務的な仕事を終え憲々

大同に乗込んだ.大同でも2･3の問題

があるので支局のCさんも同行してM

さんの満鉄時代からの定宿山西旅館にくつ

ろぐ.Mさんの酒舞きは有名すぎる程の

ものであったポCさんもまた剣道5段

の堂々たる体躯の持主で左党であった.

いつものことであるが現地部隊の慰問晶と

してウイスキｰを1打持参したのであるが

Cさんには米やメリケン粉等の食料確保に

大変なお世話になったことでもあり“Cさ

ん1本出しましょうか"というと彼は笑

いながら当然だといわんばかりに“なんだ

ださんなどとはいわさんぞ"と高飛車であ

る.はておかしいぞと思っていると

彼は続けて二`1本ほもう空になっている

ぞ"という.そういわれて気付いたので

あるが張家口旅館で1本飲んで山に入

ってから醤油の小出し用に便利であるとい

う意見が出て包装紙のない空瓶を一緒に

しぱりつけていたのであった.一同大笑

いのうちに山西旅館の夜はふけていった.

さて調査基地の宿舎は早くから張家口支

局の庶務係によって確保し補修されてい

た.石仏で有名な雲簡の旧兵舎跡であ

る.この付近は至って治安のよい地域で

あるが夜が危いというので白衛隊20名余

と共に起居した調査班の一行は満鉄調

査部から応援にきてもらった測量のA君と

もう1人は東北弁の強い人だったが遂に失

念して名前が思い出せない.地質は同僚

の亘君と中国人地質家のR君それに私と

通訳のR君の6名である.ところが暫く

たって京大のM先生が学生2名を連れて実

習にお削こなり(後で知ったのであるカ;実

は実習でなく勤労動員だったとか)先生は

直くご病気になられて入院してしまわれ

た.学生のE君とK君をあずかることに

なり宿舎内はにぎやかになった.それか

らまた暫くたってまたまた北京大学(師
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塩池付近

範大学だった?)の学生数名(4名?)が

実習にやってきて山の中とも思えぬ程の

大にぎわいになってしまった.中国人地

質家のR君は回教徒で豚肉を食わないので

彼の料理は特製であった.ある肩の夕食

のとき通訳のR君は茶目気を出して彼に豚

肉を食わしてやると力んで何とかだまして

食わしてしまった･さあ大変である･

口の申に入れば豚肉と牛肉は味が違うので

彼は直ぐに見破ってしまった.顔は見る

間に真赤になりものすごい勢いで通訳に

つかみかかろうとした.通訳はR君がそ

れ程真剣に怒るものと思っていなかったの

でにやにやしながら禁を犯す彼を見てい

たのであるがあまりに真剣な態度にピッ

タリして室外に逃げ出した.それを見て

R君も追いかけようとしたが皆が総立ちに

なって止めたのでやっと事なきを得たが

中国青年の信仰に対する真筆な態度に驚い

たり阿保らしいと思ったりしたことだっ

た.次の年は宿舎す恋わち調査奉地を

密子頭という部落に移した.農家を2.

3軒借上げてそこに起居することになっ

た.この部落は大部分の住居が穴居で

黄土農の側面に掘られた横穴である.私

共の宿舎もその1つであった.この横穴

は夏は涼しく冬は至極暖いそうである.

二階建?になったものもあった.

この横穴の部屋に入った最初の夜電燈

の狂い真暗な部屋で寝ていると何かむず

むずと小動物が身の廻りをはい廻って寝ら

れない.誰かが南京虫たという.さて

はと飛び起きてロｰソクに火をつけて見て

びっくり明るくなったので敵も一大事と

思ったのであろう､床の上から大急ぎで

壁に向ってはい上っていくその数のおび

ただしいこと.ロｰソクの火を壁面に寄

せるとぼろぼろと焼け落ちて床の上が真黒

になる程の軍勢であった.除虫剤を用意

して来なかった不用意さもさることながら

こんなに多い南京虫の大軍は見たことがな

いと皆が驚いた.翌朝は早速大同の町に

出て除虫剤を買求めてきた.

ある目私は助手のK君通訳のR君と3

人で宿舎の前の川向うにそびえる清涼寺山

というのに登った山頂には清涼寺という

の景色

古めかしい寺があってラマ僧のような姿

の僧侶がいた.その僧侶とR君の通訳で

世間謡をしているうちに川上の空が真黒

になってひどい雨が降っているのが目に

止まった.急いで山を降りなければ渡れ

ないようになるというので3人は駆けお

りるように山を降りた.山麓に得たして

おいたトラックの中では運転手のI君が昼

寝でもしていたのか下の川が洪水になっ

ているのも知らぬげにのんびりしたもので

ある.川岸まできてみると平常は一滴

の水もなく道路としてつかわれている川

でものすごい水勢で流れておP向う岸に

渡ること桂ど思いもよらぬ風情であった.

しかたがないので水勢が衰えるのを待つこ

とにした.予想通り2時間とはたたぬ間

に水量は減り水勢もまた緩かに狂った.

もうよかろうとv'うわけでトラックに乗込

み川の中程までくるとトラックは空回り

をはじめ川の真中で立往生をしてしまっ

た.もう水は引く一方だし河中に置き

っぱなしにしたところで別段どうというこ

とも荏いだろうというわけで皆トラック

から降りてズボンをまくって渡った.予

想通り夕方になると水はほとんど無く恋ゆ

車は砂礫の中に車輪の一部を埋めて立往生

していたのである.実に奇妙なこの付近

の川の生態を見て印象が強く残った.

またある目3人は高い崖の上で中食をし

ていた.前と右手には100mもあろうか

と思われる深い谷カs入込んでその絶壁に縞

模様をなして砂岩と頁岩の互層が美しかっ

た.食事を早く済ました通訳のR君が双

眼鏡を手にして四方の景色を眺めていたが

突然“あそこに鷲の巣がある"とけしき

ばんだ顔で双眼鏡を私の前に差し出した

見ると前の絶壁の上端から2mあまり下方

にあまり奥行きのない穴があって其中に2

羽か3羽がよくわから扱いが鳩みたいたも

のがうずくまっている.R葱はK君に出

しぬかれてはならぬと思ったのか“危いか

らよせ"という私の言葉も聞かず“俺が取

ってくる"と言い捨てて谷の上手に向って

走り関した.あんな傾斜の急な岩壁をど

うしてあの穴まで降りることができよう.

しょせんあきらめて帰ってくるに違い狂い

とたかをくくっていたところ穴の上方

の位置をこちらから見ているK君と合図し

合っていたが岩につかまって腹這い匁が

らも何とか穴までたどりついた.そして

何やら抱きかかえながら上に登ると一目散

に駆け出して来た.抱いているのは親鶏

ほどもある大きな雛でまだ白い産毛に包

まれた鷲の雛であった.興奮からさめぬ

R君は“もう1羽いたが2羽は持てない

し親鷲が帰って来たら大変だとこわくて

よく思案する暇もなかった.穴の中には

羊か山羊の骨が一はいあった"という.

この雛の大きさからも大鷲であることは容

易に想像された.R君の顔をのぞき込む

ようにして聞いていたK君は立上りざま

“そんなら俺が取ってくる"と言って駆出

す私は一難去ってまた一難といった具合

で“K君危険だから正せよ"と言ったが

若い2人が競争し合うことは今に始まった

ことでは恋くR君が1羽とってきたから

には自分も1羽とって来よう.1羽残し

てきたR君に礼をいいたいくらいのものだ

ったろうから私の言葉など耳に入る道理

はなかった.再び数10分の気をもむ時間

が過ぎてK君も無事1羽の雛を抱いて帰っ

てきた.二人の顔は興奮とよろこびで語

もはずんでいた.早く帰って2羽の雛を

入れる｢オリ｣を造らねばならぬというの

で仕事は中止して宿舎年帰った.

鷲は肉食であるので残飯柾どをやっても

見向きもし荏い.肉を買ってきてやると

雛とは思え泣い鋭さで直ぐに平らげてしま

う.これはたまらぬというので白衛隊

に命じて野犬を撃ってくるようにしたカミ

1頭ぐらいの犬は3目ともたなかった.

彼等は野犬探しに骨を惜んでついに飼犬

を撃ってくる始末で都落民から苦情が出た

りしてこの雛の飼剤こは骨を折った.

またある目張家口支局のK君が事務整

理という名目の慰労出張で宿舎に来たので

あるが其時張家口支社のNさんという老

人が一度調査地の様子を見ておきたいとい

うので同行してきた.

K君は茶目ツ気のある男で“今晩N老人

をおどかしてやるから銃声カミしても驚かな

いでくれ"という“老人をからかうのは止

せ"というと彼は“調査地における危険性

を彼等支社の連中に思い知らしておかねば

ならぬ"という.

夕食を済まし晴いランプの下で雑談をし

ているときパンパンパンという数発の銃声

がした.K君が自衛隊に命じて発砲させ

たのである.彼はさもあわてたような

態度で“敵襲らしいが攻め寄せてこぬよ

うに当方でも応戦の準備中です"よと報告

口調である.N老はおどおどして落ち

つかぬ様子なので気の毒になり“大丈夫で�
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すよこちらには20名もおますから攻め

込んできたりはしませんよ"というがそ

のくらいの言葉でN老人の心は安まらなか

ったようだ夜が明けると彼は取るものも

取あえず張家口に引揚げてしまった.気

の毒なことをしたものである.

私共の班長であり大同炭田図幅調査の取

締であるMさんが慰問かたがた現地指導に

こられることになったので大同の山西旅館

の主人に頼んで酒を入手して待った､M

さんぽ自他共にゆるす左党の第一人者であ

ったからである.もう入手困難になった

日本酒を5･6本も集めたので久方ぶり

に酔うことができた.さて明けの朝にな

ると宿酔で頭がずきずきと痛む.Mさん

も同様だろうから“今日はフィルドに出る

のは正そう"と言いだされるだろうと心待

ちにしていたら“出かけましょう"とき

たそして目く“酒飲みカミ酒を喰って宿酔

で仕事が出来ぬ狂とと言われては申訳な

い"と､私も渋々ながら出発の用意をし

ないわけにはまいらなかった.

私のフィルドには3カ所ばかり僅かなが

ら清水の湧くところがあって水筒の水な

どと違って冷たくうまかった.私はその

清水の湧く地点を通るルｰトを案内した.

Mさんは清水の出る所では必ず其水を飲ん

では顎のあたりに砂を着けてこられた.

そして目く“清原君君にはよいフィルド

が当ったねこんなに清水の尚るフィルド

なんて他にはないよ"と.私はふき出した

くなるのをこらえ真顔で“そうですか"

と答えた.清水の出る場所をえらんで通

っているとは神ならぬMさんにわかろう

筈カミ柱かった1

この調査でMさんに教わったことが2･

3あった.黒色の岩脈状の岩石カ三どうし

ても見当さえつかなかったのであるがラ

ンプロファイヤｰだと教わった1名称は

矢口っていたが実物を見るのは初めてであっ

た.次に2つの断層の前後関係がフィル

ドでよくわからないままにあやふやに図

上におとしていたら“君この両断層の前

後関係はどう柾っているの"と問い詰めら

れて返答に窮した.間違っているかどう

かは別として地質構造を解析して図示す

る場合あやふやにお茶を濁すよう泣こと

は許さるべきではないがありがちなこと

である.私は其後断層の前後関係には神

経質柱程気をつかうようになった､

ここの調査も終って唐子頭都落の穴居生

活に別れを告げる日がやって来たのである

が困ったのは2羽の鷲である.4～50

目もたった雛は立派な犬鷲になって両翼を

広げると5尺平方ぐらいのおりに翼がつ

かえて羽ばたきが自由になら住いまでに

なっていた.おりの丸太の間から餌を入

れに行くとものすごい形相で爪を立て髪

を逆だてて立向ってくる始末である.や

っとの思いで取りおさえて木箱に押し込み

北京に持帰り北海公園に寄贈した.

大同から張家口に出てお世話になった大

使館に挨拶に行くと外蒙方面の調査に入

っていたK君とS君の2人とはからずも

一緒になった､大使館の当時の担当技師

(課長?)は地質調査所から派遣された逼

さんであった.3人揃って帰ってきたの

でBさんは私共の苦労をねぎらう意味で

“一席設けよう"といって下さった.

当時の役人というのは一般に気位が高

く威張っていた者が多く反骨精神の強い

私には好感が持てなかったのであるがこ

のB技師はざっくばらんで庶民的でおよ

そ役人は荏れしたところに好感がもてた.

短いチｰズルスピｰチの中に芯には強い

ものがあると感じた.私は引揚げで調査

所に勤め暫くしてこのBさんの部下とし

て働く機会があったので彼の人格に接す

ることも多かったのであるが柔和狂もの

ごし荘洋とした風貌の氏のどこにこん

なにも強い性椿がひそんでいるのだろうか

と不思議がる程個性の強い一面をもって

おられた.

調査帰りの3人のうちでは私が一番年長

者であったので挨拶をしろという私はた

だ“遠慮なく頂戴します"とのみ答えた.

9.人肉の市と塩池の思い出

大東亜戦争も酷となりテリｰからの硝

有の輸入秘断たれて困ったのであろう｡

19年の秋の頃であったろうか山西省運城

の塩池付近に硝石が出るという情報がある

ので調査世よという軍からの命令であ

る.命令というのもおかしいが要請な

どという恋まやさしいものでなかったこと

は事実だ.審査役のYさんから私に行く

ようにとの命であった.赤白珪石ならま

だしも硝石と聞いてはなんぽシンゾウで

押すといっても“はい行ってきます"

とはいえなかった.私には見当さえつか

ない代物であり.ズブの素人が行くのと

少しも違わ狂いからである.Yさんは情

報を説明して“それ自体が鉱床をなして産

するものではなくそれを含んだ土から製

_警亨･影吉琴

造するものでそうむずかしく考えんでも

よい｡その状況を見てきてもらえばよい

のだ"とつけ加えられた.

太原g)山西産業本社の分析窒からも分析

係の人が行くことになっていたので私は

通訳のR君をつれて太原に向い分析の連

中と合流して一路運城に向って南下した.

運城は山西省の南西端籏河が大きな

｢く｣の字を描いて廻る内側の角にあたる

処にある.着いた夜は現地部隊の招宴で

にぎやかにさわぎ最前線にきている感じ

はなかった.宿舎にあてられた日本人旅

館はうす暗くて陰気な家だった.通訳

のR君が町を歩いて聞きこんできたところ

によるとある肉屋の店先に人肉が下げら

れていたという噂さがもっばらとのこと.

噂話というものはあまり当てにはならない

が10才ぐらいの子供の肉だ匁どといって

いたという.子供か大人がまた男か女

か等がどうしてわかるだろう.鶏など

ρ肉みたいに生前の姿が残っている場合に

のみそれは区別できる問題のように考え

られる.いずれにしても真偽の程はわか

らないが秘はたまらなく嬢な話として聞

いた.それではまるで地獄そのままで

はないか歪むしろ地獄などより下等た野

獣と変わるところがない.またR君の請

によれば肉屋の肉に犬の肉が混っている

のは普通であってそれをいざこざいって

いたのでは肉は買えないとのことであっ

た.運城は日本軍の最前線基地である.

唯今は小康を保っているが幾たびか彼我

の戦場として荒されたことそあろうし民

心もまたその都度荒されすさんでいった

ことだろう.私は人肉の鱒を単に噂話と

して聞き流すことはできなかった.

問題のテリｰ硝石について情報を集めて

みたがわからない.ボウ硝のことではな

かろうかという.早速その現場を見に行

く.塩が貴重な食料晶であることは大

陸奥地の旅をすればいつも感じることで珍

しいことでは狂い.当地もまたその例に

もれず塩は貴重なものである､幸いにこ

の塩池付近の表土中には塩分が含まれてお

りこの表土から塩を製している.その方

法であるが1日に1回家の回りの目障

繋燃φ寧琴苓州㌦

舳一一､二_べまゴ基｡一冊よ1二

遊牧仮泊�
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初夏の

になる所や土堤の下恋どの土を一掃き集め

る.1目1回というのはバクテリアの作

用がなにかで毛細管現象がおこり塩分

が地表に濃縮される時間的要求に基づくも

ので2回行なったとすれば塩の製成率が

低下するので損をするというわけである.

この掃き集めた表土を水に溶かして漉し

大きな鍋で煮ると食塩とボウ硝ができる.

もう記1意が薄らいだのでどちらが先きに

晶出するのであるか忘れたが塩とボウ硝

とでほ晶出の温度が違うのでよく分離が

できるのである.彼等が必要とするのは

その塩であってボウ梢は不用な副産物と

して塩池の中や縁に捨てられ一面に石灰

をまき散らしたように真白であった.塩

池というのカミ塩湖を意味するものと思って

いた私は多少当てはずれの感じてこの付

近の塩池には水はなくボウ梢の捨て場にな

っていた.また付近の塩の製産情況から

推しても塩池の水か塩水でないことは背

かれる.また地理的にもこれは黄河の

氾濫によってできた湖沼である時は黄河

に続きある時は湖沼となって黄河よリ独

立するといった性質のもので塩湖こはな

り得ないであろう.

通訳のR君は“百姓からもらってきた"

といって小犬程の狐の子をひいて帰ってき

た.手を差しのべると歯をむき出して

襲いかからんぱかりのすごいけんまくであ

る.その上くさくて可愛いものではなか

ったが北京の町に住むR君には珍しい動

物で大同炭田で鷲のひなといいこの弧

といいR君は動物が好きらしい.この狐

夜中じゅう奇妙な嫌な鳴き声をあげて皆の

者を寝せ恋いのでとうとうR君も捨て恋

いわけにはいかなかった.私にはこの小

狐の鎌枚鳴き声と人肉を売っていたとい

う運城という所がさいはての町という淋

しくもまた嫌な思い出の地として脳裏に残

されたのである.

10.満俺を探して静楽から嵐県へ

静楽県の満俺調査の帰路敵襲を受けて

から1･2ヵ月はぼんやP鵬のぬけた人

＼

東文民巷

間のように過ごした.山登りの連中が友

人を亡くした山にまたのこのこと登りに

出かけるように私共にもやっ｡ばり街には

用のない人間で山が恋しい.あれから1

年余たった19年の裏日Y審査役から“君

は思い出力主悪いだろうが前年度の関係も

あり静楽と嵐県の間の満俺を見て来てく

れないか"との命を承わった､もちろん

思い出がよかろう筈も狂いがYさんの命

に“否"ということは私にはできない.

私は行くことにした.踏査するだけで測

量員は必要でないので若い助手のF君を1

人づれて行くことにした.

山西軍司令都では昨年の事件を意識して

か今度は作命乙を閉してくれた.作命と

は作戦命令のことで作命中は戦闘行動の

場合に出されるものであり調査の場合は

一般に作命丙である､作命乙を出しても

らったのは前にも後にもこれ1回であっ

た1静楽までは例の如く糧秣輸送のトラ

ックに便乗した.途中狼が1匹後をふ

り向きなカ葦ら逃げて行くのがめずらしかっ

た.作命乙ともなれば警備も充分で50人

余の兵に小隊長が指揮にあたった.西周

坊鎮から嵐県に至る間は厚い黄土地帯で

見渡すかぎり砂漠のような台地々形で基

盤岩の露出するよう恋条件のところはな

い.黄土の中に交って点々と拳大の溝

俺鉱礫がみられる.おそらく西周坊鎮付

近の満俺鉱床の連続があってその露頭部

がこわれて風により黄土中に混じったもの

であろう.警備も充分であり暇をかけ

て調べるのはよいがこの深い黄土では手

がつけられない.

砂漠のよう匁台地を暫く行くとはるか

前方に列を組んだ兵隊らしきものが目にう

つる.私は“敵の行動に遭遇したと思い

こんで"小隊長に知らすと“友軍ですよ''

と軽くいわれた1この付近が静楽の娘立

大隊と嵐県の部隊との警備区域の分岐点に

なるとのことで嵐県の部隊から私共の身

柄受取りに出向いてきた小隊長以下50余名

の兵隊さん達であった.作命の段階が1

段違うとこんなにも警備が違うのかと鶏

く程厳格に引きつカ重れて私共は静楽の兵

隊さんに別れを告げ嵐県に向って南下し

た､黄土の台地から下りたところは大き

な川で河痒にみごとな礫岩層の崖があっ

た.これまで風化して腐ったよう狂岩や

黄土のみを見てきた目には生き生きと目

のさめるような岩肌である.拳大の礫が

コ三であるこの礫岩は鮮やかな流理構造をな

し礫そのものも楕円体をなして流理に溜

って流れる如く連なっている､私はこの

ような礫岩を見るのは始めてのことである

がおそらく古い時代のものであろうとい

うことは想像された.この岩肌にへぱリ

着いて離れようとしない私を見て1人の

兵隊さんカ葦何か有用鉱物でもあるのかと聞

いた.私は首を横にふってやっと岩の

下を離れた､

今度の調査行は何等の収穫もないままに

嵐県につき部隊本部に入った.連隊で

あったのか旅団であったのか記憶にないが

夫き祖部隊であった.我々には1室が提

供され当番兵が1人ついた.おそらく

将校待遇の通達カミ来ていたのであろう.

助手のF君はまだ徴兵前の若い青年だっ

たが｡40才にもなろうという当番兵に

“兵隊さんお茶を持って来てくれないか"

祖とと言っているので当番兵が出て行帖

た後で`f老兵を使わずに君が行ってこい"

と言うとF君は“もう直ぐ僕も兵隊にと

られるので.彼等からいやという種ピンタ

をたたかれるに決っている今のうちに威

張っておかねば"と言う.私は苦笑し

た..その亙君も間もなく兵隊にとられ

“軍曹に放ったのでもうしめたもんだ"

という便りを量後に戦死してしまった.

荒けずりで動作の大きかったF君は新兵

の間中たたかれ通しだったことだろうと

思うとお茶くみぐらいで文句を言ったの

カミ可愛想で悔いられた.

1泊して明けの朝上級部隊からこの部

隊に連絡に来ていた高級副官が司令都に帰

るというのでその車に同乗してくれとの

連絡があった.おとなしそう柱老中佐の

お伴:をして河に沿う細長い谷を南下した.

夕陽粧沈む頃道はこの谷から離れて台地を

越す態勢になった.道の前方右手の空地

に羊の群が何百頭も集まって1人の老

人がその廻.りに桓根をめぐらしていた.

面白い光景だった.運転手に頼んでその

“宿泊"の様子をみる.みるみるうちに

羊カミ呼吸できるだろうかと案じられるほど

にかたまり竹のようなものをあんだ“よ

しず"は見事に円形の桓根を造った.寒

い目には羊飼も羊の群の中に入って暖をと

るのだそう放.中国各地をずいぶん歩き

まわったが山から塞地に帰るのは早めに

するのでこのような情景を見るのは初め

てのことでこの詩膚豊かな風景は私の印�
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家に強く残った.

篶.大河清炭団調査の風い幽

昭和20年の春北京の筒は蛮だ寒かっ

た.若い逮申はだいぶ兵隊はとられ儀

け戦の色も殻冷濃くなって意淀頃である.

秘は大河清炭蘭の調査を命ぜ1られ独りで

京鎮線毅食下し彪､ごの線は何回も往復

した道なので地理には明烏い､石門坤

順徳を過ぎて汽率は邸鄭に瀞く由菜飯を

炊ぐ鰍ζ50年もの熟喋離の夢塗蒐たおい

う中学時代の圏漢の時間のこおを思い幽し

たその邸鄭である.斌安の鉄鉱床はこ

の辺の奥らしい.新郷で下車修蔵の方

へ行くロｰカル線ば乗算襖丸る古

六河清炭鉱は笈杜の経営で鉱畏だった嚢

さんは引揚げてからも何回かお逢いする機

会があっ恕九州人で笈本棚ひ吹人で

ある､初対蔵のと蜜その菰慈んは秘

に酒はどうかと花すね蔭れ淀.秘淋“大

好き"然あ答丸ると.垂悌度紀カチディ

アン州ス率一をたく窪ん確保しておいた

ので遠慮なく申付けて欲い㌔巾瓢も獅意

であるが忙い･のでお絹季することも思う

に凄かせ畿ぜん"と｡扱か扱かザッタバ

受ンで気のよ慧そう扱方であつ花｡もう

蟻本漕やど一ルなどは季記入ら泳い時代で

力争ダイアンの味は凄花橋別であっ淀､

私の猶禽紀幾てもれたのは宵びてはい花

が坪ントルピｰスのつい肥立派匁洋式の部

騒で鉦つ淀,柘そらくこの炭鉱も纂蛮

前は繭洋人の技節匁肋童い恕山で齢ったる

う､ここで私は唯工人遂州δo籟を過ご

すことに狂った.この付近一帯は黄土の

厚いところで岩石露出がきわめて悪い.

それで先年だったか一昨年だったかに通

産省地質調査所の1技師の応援で物理探査

を行なったことカミあった.当時の物探は

まだ試験時代?ということだったろうか

私は哨発までにその成果を聞かなかった.

またこの炭田については事変前に同地質

調査所のM技師だったかY技師だったか記

億が薄らいだが調査報文が出ており地

質図も添えていたのであるが前記の通り

露出が悪いのでその構造形態をつかむこ

とがむずかしかった.

この付近も治安の悪い所であったが加

えて日本軍隊の駐屯がなかったことも不安

であった.警備は炭鉱で雇った白衛隊が

1コ中隊はかりいて隊長や幹部には現地

満期の日本人の人がいたように思う.あ

る目敵襲を受けた.こちらの兵隊が日本

兵でないだけに心配も多かったが幸いに

襲撃は執働ではなかった.もし味方の形

勢が悪くなれば寝返りを打たれることは

覚悟しなければならない.彼等は何も身

体を張ってまで敵と戦う意味もなく義務も

感じていないだろう.'露出の悪いところ

垂

㌧ミ

の無意味な踏査ぽあ嚢が蜜仙吹矢先では

あ夢敵襲に対する芥安感も苧儀って秘

は皐削幻ヒ京紀引揚げることにし淀､

秘剛ヒ京の歓宅は採鉱の洲鴛を隣り岡恵

で滞った婁人で連れ立って湖間(横断

あるいは嚢遺)のア漁シ帝の並木の下を綴

り匁秘ら秘は宥⑳貿組員や紀が稽いてい

る気持で何回も苧の嗣でこすってみた秘

と杵締{滋んで鋤てい洲熱或ても

もっ花がそんなものは何も篤いでい扱い

と繋弓｡抽かしい汰あ一と思いながも会

社の自分の机紀肉う棚ζ気なく食分泌欝

いでい葛報告書原稿の字数友の賢をお粘っ

て煮冒愁けで屍ると識め救い｡左の方は

どうかと思って手を変克て現るを左は普通

であ私有の蟹の視力秘あやしいの想｡

夏繍蟹員は不思議な現象壕恩い匁秘らも犬

慈な心配もせず過ぎ花珪王濁聞会遇ぎ淀

頃例の如く片驚で試して屍ると薦の員では

原稿用紙の字がまったく見えないまでにな

っていた.驚いて病院に行くことにした

社の表玄関を下りると椀の街路樹のよく

整った東交賭の通1である.右手の11O

メｰトルばかりの角に横浜正金銀行の北京

支店があってその玄関の屋上に直径2メ

ｰトル余の時計台があった私は歩きなが

らその文字盤を例の如く片目であおいだ.

右の目では見えない.街のそこここに立

っている看板でも試してみたがやっぱりお

なじ一だった.恐しい気持がしんしんと

全身にしみ渡る.私は大河清炭鉱で飲ん

だ渉,イスキｰが悪かったのだと思った.

支那という国は偽物の多いことでは定評が

あ.り.特に洋酒類にひどいことは身をも

って体験したこともしぱしぱであった.

あめウィスキｰに違いないと思った.し

かし私の容態を聞いたD病院の眼科部長は

｣1㌧チル禍ではない"と断言した.各種

の検査をしたがその病源を突き止めること

ができぬままに数週間を過ぎ最初の頃は

軍営であった左目早も見えなくなってきて

電燈の下では新聞などは読めなく放った.

羊の肝臓がよいと聞いては回教徒の肉屋に

頼んで入手して食べた.食塩も砂糖も使

抑■

糾翻敵か碓氷くいごを｡し

か鴫鎧却六査叱それでも視力1ま

落も鷲㌣燕で突鯛するのではなかるうか柱

烹鴬松言ふ潔鴬‡

貫繊林外は何滞帆よ1

1隷㌫㌫

秘域嵩涛=三食刷ζ一部の担娑部長医師カ婁本

心灘漆㌶花鷲瓢鮒

て舶派あで=秘も鵬馳止めて錐

内擁紬麺牝汰しだω線先

塗紙於漱は徽艦だあい

う誌蹄一一一秘も安心感はあっ施秘診擦し花後

で眼隷に注射するというただの注射でも

嫌であるのに眼球に注射とはたじろかざ

る蟹導法〆った余“ままよ"と思って麻

酔の湿布をしながら何という薬の注射か

と商う'と“≡まあ素人にわかり易くいうなら

食塩洋射てしょう"と答えた.1日おき

に宿と左に注射をすること数回で両眼共に

著じ1く視力を回復してきた.そして数カ

月:毛治らなかった眼病が2週間あまりで

ほぽ完全な視力に漢でよくなったのであ

る､}'私は“名医''というものをしみじみ

ど感じたのであった,

瓢の大河清炭田調査の思い聞は私の眼

病の恩㌢'串であり名医の認識であると同

時に東文民巷の棟樹の深緑が目にしみた思

い出でもあった.

12.済南の思い出

大東亜戦争も愈断末魔の苦しみに近づい

てきた､我々の調査なども悠長な考えは

許されなくなり北京から出かけて行くの

では間に合わないという気分になってきた

ようだ､北京の空にもB29が飛んで来た

もちろん爆撃したわけでは泣いが“いよい

よ"という気分は強くなった会社では済
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